
私
は
小
学
４
年
生
の
と
き
、
先
輩
た
ち
が
演
奏
す
る

コ
ル
ネ
ッ
ト（
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
の
仲
間
）の
柔
ら
か
い
音

色
に
感
動
し
、
器
楽
部
に
入
部
し
ま
し
た
。

部
員
は
２
年
生
〜
６
年
生
の
27
人
で
、
昼
休
み
や
放

課
後
に
活
動
し
て
い
ま
す
。
た
ま
に
き
つ
い
と
思
う
こ

と
も
あ
り
ま
す
が
、
学
年
に
関
係
な
く
励
ま
し
助
け
合

い
な
が
ら
、和
気
あ
い
あ
い
と
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

そ
の
か
い
あ
っ
て
、
九
州
大
会
に
５
年
連
続
で
出
場

し
、
昨
年
は
金
賞
を
受
賞
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

私
は
以
前
、
う
ま
く
演
奏
で
き
な
い
と
す
ぐ
泣
い
て

い
た
の
で
す
が
、
先
生
の
指
導
の
お
か
げ
で
心
が
だ
ん

だ
ん
強
く
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
ま
だ
、
話
し
た
こ
と

は
な
い
で
す
が
、
将
来
は
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
奏
者
に
な
り

た
い
の
で
、お
母
さ
ん
に
応
援
し
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

学
芸
員
オ
ス
ス
メ
！

市
立
美
術
館
の
逸
品

ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
活
動
に
頑
張
る
小
学
生
を
紹
介
！

〜
学
年
の
垣
根
を
越
え
助
け
合
い
な
が
ら
練
習
〜

元
気
あ
ふ
れ
る
さ
つ
ま
っ
子

市立美術館
稲葉 学芸員

武
岡
台
小
学
校
器
楽
部

馬
ま
渡
わたり
 音
ね ね
々 さん

（武岡台小６年）

５月30日（ごみゼロの日）～６月５日（環境の日）
ごみ減量・リサイクル推進週間

指先や髪など
の細部までご
覧ください。

〜
薩
摩
焼
の
技
の
粋
を
駆
使
し
た
人
形
〜

果
物
を
手
に
持
ち
、
ゆ
っ
た
り
と
寝
そ
べ
る
女
性

と
、
そ
の
果
物
に
興
味
津
々
の
様
子
で
立
ち
上
が
る

幼お
さ
な

子ご

。
わ
が
子
の
成
長
に
目
を
細
め
る
親
と
、
あ
ど

け
な
い
子
ど
も
の
触
れ
合
い
の
ひ
と
と
き
が
表
現
さ

れ
て
い
ま
す
。

本
作
は
、
昨
年
度
の
新
収
蔵
品
で
す
。
陶
器
の
人

形
な
が
ら
、
そ
の
肌
か
ら
は
温
も
り
や
柔
ら
か
さ
ま

で
感
じ
取
れ
ま
す
。
繊
細
な
表
情
や
し
ぐ
さ
に
加

え
、
着
物
の
模
様
な
ど
華
や
か
な
色
絵
付
け
も
見
ど

こ
ろ
で
す
。

作
者
の
東
郷
寿
勝
は
、
日
置
市
美
山
に
窯
を
開

き
、
き
め
細
か
な
純
白
の
素
地
に
、
ひ
ね
り
も
の
と

呼
ば
れ
る
緻
密
な
装
飾
を
施
し
た
作
品
を
得
意
と
し

ま
し
た
。
明
治
期
、
ア
メ
リ
カ
や
フ
ラ
ン
ス
の
万
国

博
覧
会
に
出
品
し
度
々
受
賞
す
る
な
ど
、
国
内
外
で

高
い
評
価
を
受
け
ま
し
た
。

当
館
は
、
寿
勝
作
の
添
寝
人
形
を
も
う
１
点
所
蔵

㉛
東
郷
寿じ

ゅ
か
つ勝
「
添
寝
人
形
」

【
市
立
美
術
館
☎
224
・
３
４
０
０
】

し
て
い
ま
す
が
、
本
作
と
は
ポ
ー
ズ

や
装
飾
が
少
し
異
な
っ
て
い
ま
す
。

２
点
そ
ろ
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
手
作

り
の
一
点
物
な
ら
で
は
の
微
妙
な
違

い
を
お
楽
し
み
い
た
だ
け
ま
す
。

ごみマイナス
　　100gへの道

【資源政策課☎216-1290】

「西郷どん」ゆかりの地① 西郷隆盛銅像
　市立美術館の一角で、城山を背に重厚な姿で
立っているのが西郷隆盛銅像です。
　西郷さんの没後50年祭記念として、本市出身
の彫刻家で、東京の渋谷駅前にある「忠犬ハチ
公像（初代）」を作った安藤照

てる
によって、８年か

けて制作されました。1937年に除幕されたこの
銅像は、台座から８メートルもあり、陸軍大将の礼装をしてい

ます。
　現在、銅像の道路向かい
は、撮影スポットとして大人
気で、多くの観光客でにぎ
わっています。
参考文献 鹿児島市史跡めぐり
　　　　 ガイドブック（五訂版）

平成30年１月～ 大河ドラマ「西
せ ご
郷どん」放送決定！

？

のまち
知ってる わがまち
維新

※明治維新150年“維新のふるさと鹿児島市”
　ホームページもご覧ください

　今月から、「西
せ ご
郷どん」ゆかりの地を

紹介していきます。

　一人一人が、家庭や地域でのごみの減量を心掛けましょう。
家庭ごみのうち、分別すれば資源物となるものが約２割もあり
ます。
■ごみ減量のポイント
 分別できていないものランキング 
　第１位　古紙
　　・ 「小さな紙は雑誌類に挟む」、「大きな箱を束ねた後に小

さな箱を差し込む」などすると出しやすくなります
　第２位　プラスチック容器類
　　・ プラマークがついているものは、さっと

ゆすいで資源物で出しましょう（固形物
が取れていればリサイクルできます）

■直近１年のごみ量～マイナス100gまであと何g？～

資源物を分別
すると約60ｇ
も減らせるよ

目標達成まであと85g!!

570ｇ 555ｇ
平成27年度の
平均ごみ量

（1人1日当たり）

平成28年４月～
29年３月の平均ごみ量
（１人１日当たり）

２
点
の
添
寝
人
形
は「
春
の
所
蔵
品
展
」で
展

示
し
て
い
ま
す（
11
面
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）【明治維新150年・西

せ ご

郷どん推進室☎803-8671】
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市
役
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日
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10

西郷隆盛銅像

 

【明治維新150年・西郷どん推進室　☎803-8671】
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